
いわき市における災害廃棄物処理について

・いわき市災害廃棄物処理業務委託
マネジメント業務 統括調整者

・（一社）福島県産業廃棄物協会いわき方部地域協議会 総務
・現在、（一社）福島県産業資源循環協会 副会長

髙橋 龍之 [ ㈱クレハ環境 ]

２０１９年１０月７日
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（2011.5.2～2015.3.31）



福島県いわき市
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2011.3.11 東日本大震災発生
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震災時の写真
（津波）

・人的被害 467名

震災時の写真
（倒壊）

・建物被害 91,180棟
・災害廃棄物発生 93万5,000t

１．(一社)福島県産業廃棄物協会 いわき方部地域協議会会員の安否確認

２．いわき市と現地調査

３．災害廃棄物の量の把握

４．会員の処理能力の確認、処理計画の提案

５．役割分担の提案



契約形態

大規模災害時における災害廃棄物処理等の協力に関する協定

福島県 （一社）福島県産業廃棄物協会

いわき市

白河方部地域協議会

福島方部地域協議会

郡山方部地域協議会

会津方部地域協議会

相双方部地域協議会

いわき方部地域協議会
(加盟72社)

①協定締結（2007.3)

②協力要請

③協力要請

④市と共同事業体が
契約締結（2011.5.2)

いわき方部地域協議会加盟企業で
共同事業体を結成
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契約形態
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。

いわき方部地域協議会会員企業等共同事業体 代表構成員株式会社ｸﾚﾊ環境

いわき市災害廃棄物処理業務委託一般社団法人福島県産業廃棄物協会



業務委託契約単価表
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いわき市災害廃棄物マネジメント体制表

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ業務の内容

仮置場及び業務全体のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ業務は、統括管理者や
現場管理者が行い、業務全体の調整ほか、以下の内容を
行う。
1.市・業務受託社間の連絡窓口
2.支援システムの運用、実績修正及び市への提出、
マニフェスト伝票の仮置場内の管理。

3.市への委託料の請求及び構成員への支払い
4.市への各種提出
5.仮置場内及び周辺環境保全に関する管理
6.仮置場内仮設ハウス等の設営、管理
7.その他災害廃棄物に関する諸提案

7



災害廃棄物仮置場位置図
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分別一覧表
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選別作業状況
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復興状況

2012.1.112011.5.25

2012.2.19 2014.11.21 11
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[再利用の主な内容]

・木くず類

・ｺﾝｸﾘｰﾄ類

・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

・津波堆積物

・金属類

－ 路盤材や堤防資材

－ 合板や燃料

－ 海岸緑地の資材

－ 金属原料

－ 発電燃料や製品原料

災害廃棄物の処理内訳

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi4i7fw-obRAhUKULwKHf5DC3oQjRwIBw&url=http%3A%2F%2Fillustk.com%2F665%2F&bvm=bv.142059868,d.dGc&psig=AFQjCNEi8zrzlYvUaat1XMcenVhE11Oe5w&ust=1482467211529380
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（期間中に増加有り）



災害廃棄物・搬出・運搬・処理の管理

①災害廃棄物積載

運搬

リサイクル施設・処理場仮置場

④搬出時と受入時の、車輛ID、GPS位置情報、日時
、画像をサーバーで照合して紐付け、業務報告書を瞬時
に作成し、作業記録を保管。

復興支援.jp

GPS衛星

登録ID: 87654321

日時: 2011-04-04 09:30
位置: 37.5588, 140.4012

登録ID: 87654321

日時: 2011-04-04 12:40
位置: 37.4711, 139.7601

③スマートフォンで
計量票とQRｺｰﾄﾞを撮影後、
センターに送信（各受付）

撮影画像内の車輛IDで照合

⑤委託者（いわき市）
が作業記録を確認

作業内容照会
一覧表ダウンロード

QRコード
支援車輛標識

1 2
3

4

5

スマートフォンで
車輛・QR-CD撮影後
センターに送信
（現場調整者）

仮置場での選別作業
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事故の件数
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※１死亡事故なし

※２火災は石油ストーブのくすぶり

※１

※２



放射能対策

・線量管理

リサイクルフェア（2012.10.28）

・ 仮置場内廃棄物や周辺の線量を測定

・ 場所によっては仮置場前に毎日線量を掲示

・ ﾘｻｲｸﾙ製品の安全性確認

・ 線量バッチでの健康管理

（製品分析及び分析表提出（いわき市へ））

・市民への啓発
・ 仮置場内廃棄物や周辺の線量測定値を

いわき市ホームページで公表

・ リサイクルフェア （いわき市主催）

福島県産廃協いわき方部地域協議会展示ブース

災害廃棄物の処理・リサイクルの進捗

リサイクル品の展示等
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写真01

マネジメント業務 統括調整者 統括調整者代理
事務担当者 現場調整者

マネジメント業務 統括調整者
事務担当者 現場調整者

マネジメント業務 統括調整者代理
事務担当者 現場調整者

いわき市職員と統括調整者代理 いわき市長から感謝状贈呈 2015.4.23
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いわき市と（一社）福島県産業廃棄物協会 いわき方部地域協議会
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おわりに

＜ いわき方式による利点 ＞

・共同事業体構成員が一体となって、個々の持ち味を生

かし合った処理を可能とした。

・マネジメント業務の受託者が、いわき市と会員企業の

窓口となり、情報伝達がスムーズに行えた。

・市、県産廃協等との連携が密になされていたため、受

入から処理まで整然と事業が展開できた。

・災害廃棄物管理システムを提案し採用され、報告書作

成等の効率化・共有化ができた。

・市民の放射能への不安を各種情報公開により払拭できた。
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おわりに
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＜ 反省点 ＞

・数年単位での作業員の確保に苦慮した。

・仮置場の近傍に民家があり、作業時の騒音等に気を

使った。

・オペレーター不足により、一部作業効率が上がらな

かった。

・収集運搬、最終処分等の種別毎に定例会等を開催し、

情報共有を図る機会をもう少し設けたかった。



ご清聴ありがとうございました。
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